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ス白ニラァド協会で|よ2年に1度、世界中の

ス由ニウ|■―ド精神溢れる食材を一堂に集めた

食の祭真F'|ネ|デル・グスト(Salone del

Gus16)』を行っているcその第5回が2002年

lo月 24日 ■2‐3日に行われることが決定したc

場所‐11イタν7,ピ エモンテ州の州都チューリ

ンよ期間中
`こ

は「ス回―フード・アワード

(sI。

"f666Å

ward)」 の授与式や“絶減イの危

機に瀕している品種・食材・壕術を守うて

')く■大プロジェクト「味の箱船とプレンデイア

(十19 Ark Of TaSte&Pr91dil)」 など、
1様 な々

才恭し`が行われる61甚‐祟串あ1生産著。業者

豪
ξξ

ぃて、ス回―フード協会会員の鷹皆雄三氏が理事を務める日

本農林規格 (」 AS)登録認定機関・特定非営不1活動法人

ASAC(エ イサック)主催め
'ド

■テイが催された。内容は」AS

有機認定証書の授与式と、1翠日より東京ビッグサイトにて開

催された「Bio Fach JapanJ今 の出展記念。この日、oAS有

機認定を受けたのはt韓自((林 )康林農園の有機KimO,i

(キムデ)と秋田県、(株)齊繭酒準店の純粋「甘酒」とオ
■ガ

||ヽィクロ本酒
「純米吟醸。雪の考今

」cパーテイでは蔵出し

置をあ白木着とキムチ、また体にやさしい雑穀料理を楽しみ、

改あそ有機食品の美味しさを実感できる会となった。

写真左:産著雄三氏 右 :(株 )齋禰酒造店会長の斎藤銑呼 1氏

鸞蜀:二:I攣簗事覇琴》‐|loll」 141中 |い
|| |■
| ぉぃしぃはからたにいい
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冬
期
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、
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業
と
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不耕起栽培によつて作

られたお米は、千葉市

の「日本の水田を守る

会」で申し込むことが

できる (公 043‐ 238

1408)。 自然の力で丈

夫に育つたお米の味を

ぜひ、試してみては。
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